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目的：東京歯科大学口腔外科は昭和５６年９月大学の
千葉市への移転を機に開設され，地域歯科医師会の
協力のもと，医療連携を重視しながら特定機能病院
の歯科口腔外科として，高次で高度な医療を提供し
てきた。そこで今回，口腔外科における医療提供の
内容と質の向上を目指すために平成２２年度の初診患
者の臨床統計を行った。
方法：今回は平成２２年４月１日から平成２３年３月３１
日までの１年間における当科の初診患者を対象とし
て，日本口腔外科学会調査企画委員会が作成した実
績調査表に基づき，性別，年齢分布，月別患者数，
来院の主訴，受診経路，来科地域，疾患別，基礎疾
患の有無についての臨床統計を行った。
成績：平成２２年度の初診患者数は８，２９７例であり，
そのうち女性は４，９２８人，男性は３，３６９人であった。
年齢分布は生後１週間の新生児から９７歳までにおよ
び，平均年齢は４２歳であった。年齢別患者数は２０歳
代が最も多く，このうち歯の疾患，特に埋伏関連疾
患が多数を占めていた。年齢層が上がるにつれ，基
礎疾患有病者率が高くなり，歯周疾患，口腔粘膜疾

患の割合の増加が認められた。主訴としては疼痛が
最も多かった。受診経路は一般開業歯科からの紹介
受診が５，３１２人と，全体の約６４％を占めており，院
内からの紹介は２，４４２人で全体の約２９％であった。
紹介患者の来科地域は多くは千葉県で，その約半数
が千葉市であった。疾患別では歯の疾患が過半数を
占めており，ついで顎関節疾患が多かった。基礎疾
患を有している患者は２，６３３人と全体の約３２％で，
そのうち高血圧症が最も多かった。
考察：平成２２年度は，３月１１日に東北地方で起きた
大震災の影響を受け，一時的に診療の中止を余儀な
くされる期間があり，月別の来院患者数でみると３
月の来院患者数は若干少ない傾向であった。当科
は，基礎疾患を有している患者や高齢の患者が多数
来院しているのが現状である。こうしたさまざまな
疾患を併発した患者や高齢の患者に対しても，口腔
外科としての専門性を生かし，充実した全身管理の
もと，より安全で高度な医療を提供するべく，診療
の向上に努めていきたいと考えている。

目的：東京歯科大学水道橋病院口腔外科では日頃よ
り地域医療施設との医療連携を重視しつつ診療に従
事している。今回，今後の口腔外科に於ける医療提
供の内容と質のさらなる向上を目指すために，平成
２２年度外来初診患者の臨床統計を行なった。
方法：平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで
の１年間における東京歯科大学水道橋病院口腔外科
の初診患者を対象として，日本口腔外科学会調査企
画委員会による実績調査表に準じて，性別，年齢分
布，月別患者数，来科地域，受診経路，疾患別につ
いての臨床統計を行なった。
成績：期間中に受診した初診患者数は６，８３５例（男
性２，９７５例；４４％，女性３，８６０例；５６％）であった。
年齢は乳幼児から９０歳代までと幅広く，年齢別では
２０歳代が約２５％を占め最も多く，次いで３０歳代で約
２２％であった。月別患者数は平成２２年７月が６６７例
（９．８％）と最も多く，次いで平成２２年１０月が６６４件
（９．７％）であった。最も少なかったのは，平成２３年
１月で４８７例（７．１％）であった。次いで，平成２３年
３月が５１０例（７．５％）であった。来科地域は東京都

内がほとんどで約７８％を占め，その約８９％が東京２３
区内であった。東京２３区内では杉並区が８％で最も
多く，次いで世田谷区であった。県別では東京都に
次いで，埼玉県が８．４％，千葉が８．０％であった。受
診経路は他の医院または歯科医院からの紹介受診が
およそ７０％を占めていた。疾患別では歯の疾患が多
く，中でも智歯に関連する疾患は全体の約４９％を占
めていた。ついで顎関節疾患が多く約６％であっ
た。
考察：東京歯科大学水道橋病院は地下鉄，JR水道
橋駅から数分という好アクセスに位置しており，受
診経路は東京都内からの来院が大半を占め，他県か
らの来院は少ない。千葉県内の患者は東京歯科大学
千葉病院や市川病院へ，都内からは水道橋病院へと
三病院間で患者を分散されているためと考えられ
た。今後は，学内，院内はもとより地域の医療機関
との連携をさらに密なものとし，多種多様な要求を
持つ患者にも対応出来るよう，口腔外科としての専
門性と全身管理の充実を図りながら，診察の向上に
努めていきたいと考える。
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